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日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、 

人
口
も
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い 

ま
す
。
そ
の
理
由
は
社
会
科
学 

的
な
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い 

ま
す
▼
一
方
、
注
目
さ
れ
て
は 

い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
以
上
に 

減
っ
て
い
る
の
が
昆
虫
だ
そ
う 

で
す
。
原
因
は
不
明
で
す
が
、 

農
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
る
生
息 

環
境
の
悪
化
に
よ
る
の
で
は
な 

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う 

で
す
▼
面
白
い
と
思
う
の
は
、 

右
の
二
つ
を
結
び
つ
け
る
、
人 

間
も
昆
虫
も
こ
の
地
上
に
生
き 

る
同
じ
生
き
物
だ
か
ら
、
子
ど 

も
が
減
っ
て
い
る
の
も
昆
虫
が 

減
っ
て
い
る
の
も
同
じ
原
因
に 

よ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う 

着
眼
で
す
。
仮
説
で
す
が
、
そ 

の
原
因
は
電
磁
波
で
は
な
い
か 

と
い
う
見
立
て
も
あ
る
そ
う
で 

す
▼
以
下
は
私
見
で
す
。
物
質 

的
な
豊
か
さ
と
精
神
的
な
豊
か 

さ
に
は
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ 

ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
す
れ
ば 

自
殺
者
（
不
幸
）
が
増
え
る
と 

い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
例
え 

ば
、
豊
か
さ
の
象
徴
で
あ
る
ス 

マ
ホ
が
人
間
の
心
身
に
与
え
る 

負
の
影
響
に
つ
い
て
も
も
っ
と 

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ 

う
か
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
富 

裕
層
は
自
身
の
子
ど
も
に
ス
マ 

ホ
を
見
せ
な
い
、
触
ら
せ
な
い 

そ
う
で
す
▼
師
走
は
大
掃
除
の 

月
。
掃
除
後
は
ご
み
が
な
く
な 

っ
て
す
っ
き
り
。
で
も
ご
み
は 

処
分
場
へ
移
動
し
た
だ
け
。
地 

上
か
ら
消
え
て
な
く
な
っ
た
わ 

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
よ
い
お 

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。(

Ｍ)
 

ン
タ
ー
と
浜
松
市
労
連
戦
は
、

初
回
か
ら
医
療
セ
ン
タ
ー
の
猛

打
が
爆
発
し
て
圧
勝
し
ま
し

た
。
こ
の
試
合
で
医
療
セ
ン

タ
ー
の
中
山
選
手
は
セ
ン
タ
ー

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
直
撃
の
特
大

ア
ー
チ
（
推
定
１
０
０
m
）
を

か
け
ま
し
た
。 

 
第
２
試
合
の
医
療
セ
ン
タ
ー

と
地
区
労
連
選
抜
戦
は
、
医
療

セ
ン
タ
ー
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

地
区
労
連
選
抜
は
若
手
助
っ
人

の
活
躍
で
リ
ー
ド
し
ま
し
た

が
、
打
力
に
勝
る
医
療
セ
ン

タ
ー
が
逆
転
勝
ち
し
ま
し
た
。 

 

第
３
試
合
の
浜
松
市
労
連
と

地
区
労
連
選
抜
戦
は
、
市
労
連

が
初
回
に
２
点
を
先
取
し
て
完

封
勝
ち
し
ま
し
た
。 

 

大
会
は
ケ
ガ
人
も
な
く
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
優
勝
、
準
優

勝
チ
ー
ム
に
は
景
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

 

西
部
地
区
労
連
は
参
加
チ
ー

ム
と
選
手
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

２
試
合
連
続
本
塁
打
の
中
山

 

選
手
の
談
話
。 

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
て
気
持

ち
良
か
っ
た
」 

  

全
労
災
労
組
静
岡
支
部
は
、

12
月
２
日
に
１
時
間
の
時
限
ス

ト
ラ
イ
キ
を
し
ま
し
た
。
今
年

に
な
っ
て
４
回
目
の
ス
ト
ラ
イ

キ
で
し
た
。 

 

会
社
の
一
時
金
に
対
す
る
回

答
は
若
干
の
上
乗
せ
は
あ
っ
た

も
の
の
、
到
底
納
得
の
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
労
働
条
件
も

改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
た

め
、
ス
ト
に
踏
み
込
み
ま
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
者
の
37

名
と
組
合
執
行
部
は
早
朝
か
ら

「
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
！
」
と
書

か
れ
た
チ
ラ
シ
を
出
勤
者
に
配

布
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
準
備

に
入
り
ま
し
た
。 

 

ス
ト
ラ
イ
キ
は
８
時
15
分
の

始
業
時
か
ら
１
時
間
で
す
。
ス

ト
ラ
イ
キ
集
会
で
本
永
書
記
長

は
「
こ
れ
以
上
の
も
の
は
出
せ

な
い
と
繰
り
返
す
会
社
の
回
答

に
怒
り
を
感
じ
る
。
要
求
実
現

ま
で
闘
お
う
！
」
と
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
支
援

に
参
加
し
た
西
部
地
区
労
連
堀

内
議
長
は
「
人
の
命
を
預
か
る

大
事
な
仕
事
を
し
て
い
る
皆
様

の
労
働
条
件
が
向
上
し
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
も
安
心
し
て
病
院

を
利
用
で
き
な
い
。
ス
ト
ラ
イ

第
７
回
西
部
地
区
労
連
軟
式
野
球
大
会
が
12
月
８
日
、
細
江
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
で
寒
さ
も
和
ら
い
だ

野
球
日
和
の
も
と
、
参
加
者
は
35
名
で
し
た
。 

キ
で
要
求
実
現
を
目
指
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

集
会
の
後
、
組
合
員
は
病
院

玄
関
前
で
「
一
時
金
の
低
額
回

答
は
許
さ
な
い
！ 

人
を
増
や

せ
！
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

 

西
部
地
区
労
連
は
全
て
の
闘

う
組
合
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

医
療
セ
ン
タ
ー
が
２
年
ぶ
り

に
優
勝
し
ま
し
た
。
参
加
は
医

療
セ
ン
タ
ー
、
浜
松
市
労
連
、

西
部
地
区
労
連
選
抜
の
３
チ
ー

ム
。
第
１
試
合
の
浜
松
医
療
セ
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（
十
七
） 

 

再
建
の
明
日
が
見
え
な
い
高
齢
者 

被
災
し
た
が
何
と
か
明
日
に
向
か
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
も
、
高 

齢
に
な
っ
て
く
る
と
復
興
の
資
金
の
見
通
し
も
な
く
、
明
日
か
ら
の
仕 

事
も
お
ぼ
つ
か
な
い
た
め
、
将
来
へ
の
見
通
し
が
持
て
な
い
で
い
る
。 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
沈
む
心
を
救
い
出
す 

 

体
も
心
も
沈
む
日
々
を
送
る
被
災
者
に
と
っ
て
、
無
償
で
汗
を
流
し
て 

 

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
励
み
に
な
る
し
、
元
気
を
も
ら
い
明
日
へ
立 

 

ち
上
が
る
勇
気
に
も
な
る
。 

  

見
て
見
ぬ
振
り
自
分
の
姿
問
い
直
す 

 

都
合
の
悪
い
事
や
、
自
分
に
と
ば
っ
ち
り
が
来
そ
う
な
事
柄
に
は
つ
い 

 

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
が
ち
だ
が
、
振
り
返
っ
て
そ
の
姿
勢
を
問
い
直
し 

 

て
い
る
。 

  

夢
の
か
け
ら
集
め
て
過
去
を
生
き
直
す 

 

若
い
頃
に
抱
い
て
い
た
夢
は
無
残
に
も
散
り
果
て
た
が
、
そ
ん
な
夢
の 

 

欠
片
を
拾
い
集
め
て
、
も
う
一
度
夢
を
輝
か
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。 

(

例)

に
な
ら
っ
て
漢
字
の
部
首
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
解
答
は
次
号
で
。 

（
例
）
手
・
少
・
木
・
日
・
民 

＋
（ 

目 

）
→
（ 

看 

・ 

省 

・ 

相 

・ 

冒 

・ 

眠 

） 

（
１
）
卩
・
ハ
・
匕
・
ム
・
士 

＋
（ 

口 

）
→
（ 

叩 

・ 

只 

・ 

叱 

・ 

台 

・ 

吉 

） 

（
２
）
竜
・
鹿
・
羊
・
寅
・
魚 

＋
（ 

氵 

）
→
（ 

滝 

・ 

漉 

・ 

洋 

・ 

演 

・ 

漁 

） 

（
３
）
青
・
月
・
乍
・
勿
・
ヒ 
＋
（ 

日 

）
→
（ 

晴 

・ 

明 

・ 

昨 

・ 

易 

・ 

旨 

） 

 
 
 

※
前
号
の
解
答
（
１
）
反
・
木
・
直
・
云
・
中 

＋
（ 

イ 

） 

→ 

（
仮
・
休
・
値
・
伝
・
仲
） 

 
 

※
前
号
の
解
答
（
２
）
丁
・
介
・
半
・
玄
・
月 
＋
（ 

田 

） 

→ 

（
町
・
界
・
畔
・
畜
・
胃
） 

 
 

※
前
号
の
解
答
（
３
）
辰
・
弗
・
占
・
反
・
化 
＋
（ 

貝 

） 

→ 

（
賑
・
費
・
貼
・
販
・
貨
） 

 

11
月
23
日
、
東
京
品
川
で
開
か

れ
た
人
権
研
究
交
流
集
会
分
科
会

主
催
の
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
を
考
え

る
つ
ど
い
」
に
「
浜
松
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
を
考
え
る
会
」
が
、
曳
馬
協

同
セ
ン
タ
ー
で
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

し
ま
し
た
。 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
諸
永
氏

は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
そ
も
そ

も
・
規
制
・
汚
染
に
つ
い
て

総
括
報
告
し
ま
し
た
。 

 

汚
染
物
質
の
中
で
、
現

在
製
造
禁
止
と
な
っ
て
い

る
泡
消
火
剤
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は

基
地
や
空
港
由
来
で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
基
地
か
ら

流
失
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
除
染

を
当
面
は
国
の
費
用
で
、
責

任
主
体
が
確
定
す
れ
ば
、
返
済

さ
せ
る
制
度(

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド

法)

が
バ
イ
デ
ン
政
権
の
も
と
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
在

日
米
軍
基
地
は
非
該
当
で
す
。 

 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
使
用
期
限
２
０
２

４
年
９
月
が
迫
る
前
に
、
２
０
２

１
年
の
普
天
間
基
地
か
ら
の
泡
消

火
剤
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
流
失
事
故
、
２
０

２
３
年
の
横
田
基
地
流
失
事
故
が

続
き
ま
し
た
。
米
軍
は
２
０
２
３

年
６
月
に
泡
消
火
剤
の
交
換
終

了
を
発
表
し
て
い
ま
す
。(

使

用
時
期
・
量
・
廃
棄
方
法
は

非
公
開)

 

 

日
本
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
規

制
が
あ
ま
く
、
環
境
省
の
全

国
調
査
も
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
応
は
、

自
衛
隊
基
地
で
は
何
も
し
て

お
ら
ず
、
在
日
米
軍
に
つ
い

て
何
も
求
め
て
い
ま
せ
ん
。 

 

在
日
米
軍
基
地
で
続
い
た
流
出

事
故
は
「
意
図
的
廃
棄
」
の
疑
い

が
あ
る
と
諸
永
氏
は
指
摘
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
  

(

石
川)  

「
太
平
洋
側
で
も
海
溝
型
地
震
に

よ
っ
て
、
御
前
崎
な
ど
岬
部
周
辺

で
繰
り
返
し
隆
起
は
あ
っ
た
。
６

ｍ
の
海
底
隆
起
が
あ
れ
ば
冷
却
水

の
取
水
が
不
可
能
に
な
り
重
大
事

故
に
な
る
」
と
陳
述
し
ま
し
た
。 

 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
予
想
さ
れ

る
現
在
、
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

か
ら
、
早
急
に
浜
岡
原
発
を
廃
炉

に
す
る
こ
と
が
急

務
で
す
。 

 

次
回
の
裁
判
は

３
月
10
日
14
時
か

ら
で
、
原
告
陳
述

に
対
し
て
被
告
か

ら
の
反
論
で
す
。 

 
浜
岡
原
発
運
転
永
久
停
止
訴
訟

第
40
回
口
頭
弁
論
が
、
11
月
18

日
、
地
裁
浜
松
支
部
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
原
告
側
は
、
40
名
が
出
席

し
ま
し
た
。 

 

浜
岡
原
発
は
世
界
で
一
番
危
険

な
原
発
と
言
わ
れ
て
い
て
、
活
断

層
の
真
上
に
あ
り
ま
す
。
陸
地
か

ら
７
０
ｍ
先
の
海
水
を
パ
イ
プ
で

取
水
し
て
原
発
を
冷

却
し
て
い
ま
す
。 

 

能
登
半
島
地
震
で

は
最
大
４
ｍ
の
海
底

隆
起
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

原
告
弁
護
士
は

 

12
月
７
日
、
西
部
地
区

労
連
は
新
浜
松
駅
前
で

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

駅
前
宣
伝
」
を
行
い
ま
し

た
。
浜
松
駅
周
辺
で
は

「
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
」

が
開
催
さ
れ
て
い
て
人
の

往
来
が
多
か
っ
た
で
す
。

「
平
和
憲
法
を
未
来
へ
」

の
横
断
幕
を
掲
げ
、
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

30

才
代
の
男
性
が
、

「
こ
の
署
名
は
９
条
改
憲

に
反
対
す
る
署
名
で
す

ね
」
と
積
極
的
に
署
名
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

報告する阿部弁護士 

 

 

駅頭で訴える地区労連メンバー 
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年金者組合浜北支部 伊藤寿勇さん 

11
月
17
日
、
静
岡
市
駿
府
城
公

園
で
「
浜
岡
原
発
の
再
稼
動
を
許

さ
な
い
！ 

ひ
ま
わ
り
集
会
in
し

ず
お
か
」
が
開
催
さ
れ
、
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
林
克
実
行
委
員
長

が
「
原
発
は
太
陽
光
や
風
力
と
比

べ
４
倍
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
国

は
再
稼
働
の
方
向
で
負
担
を
増
や

そ
う
と
し
て
い
る
。
能
登
地
震
で

日
本
が
地
震
列
島
で
あ
る
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
た
。
敦
賀
原
発
は
活

断
層
で
廃
炉
に
な
っ
た
。
浜
岡
も

そ
れ
に
続
い
て
い
こ
う
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
お
し

ど
り
マ
コ
＆
ケ
ン
が
５
年
ぶ
り
に

登
場
し
ま
し
た
。
マ
コ
・
ケ
ン
の

二
人
は
福
島
原
発
事
故
後
、
現
地

と
東
京
電
力
や
関
係
省
庁
・
自
治

体
の
会
見
を
取
材
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
で
反
原
発
を
発
信
し
て
い

ま
す
。 

 

マ
コ
さ
ん
は
「
記
者
も
少
な
く

な
り
、
当
時
を
知
ら
な
い
記
者
に

東
京
電
力
も
適
当
な
こ
と
を
い
う

が
、
マ
コ
ケ
ン
が
ご
意
見
番
的
存

在
に
」
「
燃
料
デ
ブ
リ
の
試
験
的

取
り
出
し
は
計
画
が
遅
れ
に
遅
れ

て
、
取
り
出
し
た
の
は
耳
か
き
一

杯
」
と
、
政
府
の
廃
炉
計
画
の
無

策
を
訴
え
ま
す
。 

 

毎
年
ド
イ
ツ
の
国
際
会
議
に
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
「
昨
年
ド
イ
ツ

で
原
発
を
廃
止
さ
せ
た
が
、
最
大

の
功
労
者
は
市
民
だ
。
メ
リ
ケ
ル

じ
ゃ
な
い
よ
」
と
市
民
が
い
う
。

「
闘
い
続
け
る
こ
と
、
小
さ
い
一

歩
も
み
ん
な
で
祝
う
、
楽
し
い
こ

と
と
一
緒
に
ホ
ン
ト
の
こ
と
を
伝

え
る
努
力
が
大
切
」
と
熱
く
語
り

ま
し
た
。 

 

 

そ
の
後
、
政
党
の
発
言
と
地
域

の
取
組
み
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ

り
ま
し
た
。
集
会
後
、
静
岡
市
の

繁
華
街
を
元
気
に
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。  

 

 

12
月
７
日
（
土
）
「
浜
松
・
憲
法
九
条
の
会
結
成
20
周
年
の
集
い
」
が

中
央
区
紺
屋
町
の
日
本
基
督
教
団
遠
州
教
会
礼
拝
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
青
山
学
院
大
学
教
授
で
日
本
基
督
教
団
牧
師
の
森
島

豊
さ
ん
が
「
戦
争
に
向
か
わ
せ
る
日
本
の
人
権
思
想
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。 

 

抵
抗
権
の
構
造
原
理 

抵
抗
権
（
人
権
思
想
）
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
育

ま
れ
た
。
国
民
は
国
王
と
神
に
従

う
。
国
王
は
神
に
従
う
。
神
は
国

王
よ
り
も
上
位
存
在
で
あ
る
。 

そ
こ
で
国
王
が
神
に
背
き
神
と

対
立
し
た
場
合
、
国
民
は
国
王
に

抵
抗
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ

れ
が
抵
抗
権
の
構
造
原
理
で
あ

る
。 日

本
で
秀
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
を

危
険
視
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
キ
リ

シ
タ
ン
は
秀
吉
と
神
に
従
う
。
秀

吉
と
神
が
対
立
し
た
場
合
、
キ
リ

シ
タ
ン
は
秀
吉
に
抵
抗
す
る
。
キ

リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
神
は
秀
吉
よ

り
も
上
位
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
原
理
を
秀
吉
は
そ
の
政
治

的
嗅
覚
で
嗅
ぎ
取
っ
た
。
そ
こ
で

バ
テ
レ
ン
追
放
令
を
出
し
キ
リ
ス

ト
教
を
弾
圧
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
日
本
人
の
人
権
思
想
か
ら

抵
抗
権
は
骨
抜
き
に
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。 
 

 

一
君
万
民
の
平
等
思
想 

幕
末
、
清
は
イ
ギ
リ
ス
の
半
植

民
地
に
さ
れ
た
。
大
国
清
の
敗
北

は
日
本
の
指
導
者
を
震
撼
さ
せ

た
。
当
時
の
日
本
に
は
二
六
〇
以

上
の
藩
が
あ
っ
た
が
、
隣
藩
に
行

く
に
は
手
形
が
必
要
だ
っ
た
。
隣

藩
に
学
び
に
行
く
こ
と
を
留
学
と

い
っ
た
。
二
六
〇
の
藩
は
バ
ラ
バ

ラ
だ
っ
た
。
欧
米
列
強
に
対
抗
す

る
た
め
に
諸
藩
を
統
一
す
る
原
理

が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
一

君
万
民
思
想
」
で
あ
る
。 

明
治
に
な
っ
て
、
四
民
平
等
と

さ
れ
た
。
身
分
の
上
下
が
平
均
化

さ
れ
、
四
民
の
人
権
が
斉
一
に

な
っ
た
。
一
君
と
は
天
皇
で
あ

る
。
万
民
と
は
四
民
で
あ
る
。
万

民
は
例
外
な
く
斉
一
に
、
つ
ま
り

平
等
に
天
皇
に
忠
誠
を
誓
う
も
の

と
さ
れ
た
。 

こ
れ
が
日
本
独
自
の
「
一
君
万

民
の
平
等
思
想
」
の
始
ま
り
で
あ

る
。
独
自
と
は
平
等
が
忠
誠
心
に

お
い
て
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
人
権
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
点
に
あ
る
。 

日
本
人
に
と
っ
て
人
権
と
は
、

人
間
の
尊
厳
に
基
礎
を
置
い
た
も

の
で
は
な
く
、
天
皇
へ
の
忠
誠
心

に
基
礎
を
置
い
た
も
の
だ
っ
た
。

個
人
無
き
平
等
で
あ
る
。
だ
か
ら

日
本
の
人
権
思
想
に
抵
抗
権
が
包

摂
さ
れ
る
余
地
は
無
か
っ
た
。
人

権
の
中
核
を
為
す
と
も
い
う
べ
き

抵
抗
権
は
骨
抜
き
に
さ
れ
た
。 

日
本
人
の
人
権
を
「
天
皇
型
人

権
」
と
呼
ぶ
。
国
民
は
「
天
皇
の

赤
子
」
と
さ
れ
た
。
天
皇
の
赤
子

と
し
て
国
民
は
平
等
で
あ
る
と
い

う
思
想
は
人
々
を
団
結
さ
せ
た
。

「
挙
国
一
致
」
で
あ
る
。
こ
こ
に

「
戦
争
に
向
か
わ
せ
る
日
本
の
人

権
思
想
」
と
い
う
所
以
が
あ
る
。 

森島豊さん 

おしどりマコ＆ケン 
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犬
伝
」
完
成
ま
で
の
二
十
八
年
間

に
わ
た
る
二
人
の
友
情
、
軽
妙
な

掛
け
合
い
が
実
に
面
白
く
魅
力
的

に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

ほ
と
ん
ど
は
馬
琴
の
書
斎
に
北

斎
が
訪
ね

て

来

る

が
、
一

度

だ
け
二
人

で
鶴
屋
南

北
（
立

川

談

春
）
の

評
判
の
歌

舞

伎
「
東

海
道
四
谷

怪

談
」
を

観

に

行

く
。
芝
居
の
鑑
賞
後
、
舞
台
の
奈

落
で
の
南
北
と
の
長
問
答
が
特
に

心
に
残
る
。 

 

馬
琴
が
勧
善
懲
悪
の
物
語
を
描

く
の
は
、
悪
が
勝
つ
こ
と
が
あ
る

と
北
斎
を
中
心
と
し
た
家
族
の
物

語
で
あ
る
「
実
」
の
世
界
、
そ
の

重
ね
合
わ
せ
が
素
晴
ら
し
い
。
と

り
わ
け
「
実
」
の
世
界
の
配
役
は

こ
れ
以
上
は
な
い
と
思
え
る
演
じ

手
ば
か

り

だ
。

滝
沢
馬

琴
に
役

所

広

司
、
そ

の
妻
お

百
に
寺

島
し
の

ぶ
、
息

子
、
宗

伯
に
磯

村
勇
斗
、
そ
の
嫁
お
路
に
黒
木

華
、
葛
飾
北
斎
に
内
野
聖
陽
。
誰

を
主
役
に
し
て
も
物
語
が
で
き
そ

う
な
役
者
ぞ
ろ
い
だ
。 

 

そ
し
て
、
馬
琴
と
北
斎
の
「
八

 

曽
利
文
彦
監
督 

 
 
 

「八
犬
伝
」を
観
る 

世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
別
の
世
界
が

あ
る
と
い
う
崇
高
な
志
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
南
北
に
「
無
意
味
な

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
」
と
ぶ
っ
た
切

ら
れ
馬
琴
は
顔
色
を
変
え
、
む
き

に
な
っ
て
応
戦
す
る
が
、
彼
の
痛

み
と
衝
撃
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ

の
場
面
の
談
春
の
形
相
も
語
り
口

も
す
ご
い
。 

「
何
が
虚
で
何
が
実
か
」
、
繰
り

返
し
問
わ
れ
る
テ
ー
マ
だ
。
「
家

族
は
虚
だ
」
と
う
そ
ぶ
く
北
斎

に
、
「
家
族
こ
そ
今
の
私
の
実

だ
」
と
答
え
る
馬
琴
。
馬
琴
と
家

族
そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
係
が
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
視
力

を
失
っ
て
か
ら
の
嫁
の
お
道
と
の

か
か
わ
り
、
代
筆
は
無
理
だ
と
言

 

仁
・
義
・
礼
・
智
・
忠
・
信
・ 

孝
・
悌
。
儒
教
の
八
つ
の
徳
が
浮

か
び
上
が
る
珠
を
持
つ
八
人
の
剣

士
が
不
思
議
な
運
命
に
導
か
れ
出

会
い
、
巨
大
な
敵
と
戦
う
と
い
う

物
語
で
あ
る
。 

 

当
時
、
高
校
生
だ
っ
た
の
に
な

ぜ
あ
れ
程
ま
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
八

犬
伝
」
に
夢
中
に
な
っ
た
の
か
。

今
も
っ
て
謎
だ
が
、
私
と
同
じ
思

い
を
持
ち
続
け
映
画
に
し
て
し

ま
っ
た
の
が
曽
利
監
督
と
そ
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
だ
。 

 

荒
唐
無
稽
、
勧
善
懲
悪
の
物
語

で
あ
る
「
虚
」
の
世
界
と
、
馬
琴

 

わ
れ
て
も
食
い
下
が
っ
て
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
姿
に
心
打
た
れ
た
。

家
族
の
支
え
無
く
し
て
は
「
八
犬

伝
」
の
完
成
は
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
。
八
犬
士
が
力
を
合
わ
せ
て

敵
に
立
ち
向
か
う
よ
う
に
。
偉
業

の
陰
に
は
、
生
前
校
正
に
従
事
し

た
宗
伯
、
家
計
を
支
え
た
お
百
、

サ
ポ
ー
ト
し
た
お
道
、
さ
ら
に
孫

の
太
郎
の
存
在
が
あ
っ
た
。 

 

令
和
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
形

を
変
え
巨
大
な
悪
は
存
在
し
、
正

義
が
負
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
正
し
い
も
の
は
最
後
に
勝
つ

と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
胸
に
刻

み
、
歩
み
続
け
た
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
笹
ヶ
瀬
） 

 
 

 
 
 

 

 

堀
内
慶
一(
地
区
労
連
議
長) 

作 

     太陽のせい 

 

私
は
静
岡
西
部
地
域

支
部
の
組
合
員
で
す
。

２
０
２
４
年
６
月
に
組

合
員
に
な
り
ま
し
た
。 

 

７
年
間
勤
め
た
薬
局

を
解
雇
さ
れ
、
そ
の
後

入
社
し
た
印
鑑
販
売
店

は
２
か
月
余
り
で
解
雇

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
静
岡
地

域
支
部
労
働
相
談
員
の

皆
様
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
解
雇
撤
回
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
の
納
得
す
る

解
決
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
勤
務

し
て
い
た
所
は
い
ず
れ
も
小
さ
な

職
場
で
し
た
。
上
司
に
気
に
入
ら

れ
な
く
て
、
紙
切
れ
一
枚
で
簡
単

に
ク
ビ
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
相
談
員
の
皆
様
は
辛
抱
強
く

何
度
も
団
交
交
渉
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

私
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
労

働
相
談
員
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
も
に
女
性
に
配

慮
が
必
要
な
相
談
が
あ
れ
ば
ご
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

労
働
相
談
員 

Ｋ
さ
ん 


